
確認された空洞の数 対応状況

第１回 103か所

2017～18年 （うち緊急度高：２か所）

第２回 140か所

2022年 （うち緊急度高：６か所）

ほぼ補修
済み

半分程度
補修

先月28日、埼玉県八潮市で道路陥没事故が発生。落下した方が一日も早
く見つかるよう願います。原因となった水道管の老朽化は全国どこでも起
こりうる可能性があり、不安の声もあがっています。

荒川区は事故を受け、２月６～９日にかけて緊急に路面下の「空洞
調査」を実施。通常は５年に一度で、前回は2022年に行っています。

今回の緊急調査では、下水道幹線が通っている区道約12㎞
を対象に、車載型レーダーで地下1.5ｍまでの空洞の有無を

点検。区内の下水道幹線は直径80㎝～3.9ｍと多様で、都水道
局が老朽化・耐震化ふくめ管理しています。
調査の結果42か所の空洞が発見され、区はそのうち１か所
（荒川３－５－２）を早急な対応が必要と判断し、対策工事
を実施。残りの41か所は段階的に対策工事をすすめるとして
います。また、下水道幹線の破損が原因の空洞はなかったとのことです。

区はこれまでも、2017～18年と22年の２回、主要な区道80㎞を対象
に「空洞調査」を実施。それぞれ103か所・140か所の空洞が確認され、

「緊急度が高い」とされた２か所・６か
所を補修済みです。第１回目に確認され
た空洞はほぼ補修済みですが、第２回目
の確認分については半分程度しか終わっ
ていません。（右に続く→）
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今回の事故は、広域な汚水が集まる「下水道幹

線」が老朽化→空いた穴から土砂がくずれて水が

流出、アスファルトと下水幹線の間に空洞が発生

→道路や車両の重みで路面が陥没し、

トラックが落下。通常は各自治体が定

期的に上下水道管の老朽化や空洞調査

を行い、陥没対策をしていますが…。
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（→続く）都下水道局は、下水
道管が敷設されている都内の国道・

都道約1,200㎞の路面緊急巡視を実施し、「異常なし」と報告。さらに国の要請を受け
て、内径２ｍ以上の下水道管（24㎞）の内部点検なども実施。
国道は国、都道は都が維持・管理を行い、区は区道の路面や地

下調査に責任を負いますが、住民のいのちと生活環境をまもるた
めそれぞれが連携して力を尽くす必要があります。

高度成長期に整備された水道管が40年の耐久
年数を超え更新時期を迎えていますが、技術者不足や自治体の維持

コストの備えが不十分な実態があります。陥没事故
は、いのちの危険や日常生活に深刻な影響を及ぼし

ます。水道事業の民営化や大
規模開発より、インフラ維持
に国・自治体の人材育成と財
源確保こそ求めたい。
また、今後の生活インフラ

のあり方も検討課題です。

ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所での定例法律相談は、

毎月第２木曜18時から。平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前、電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬ゆうこ事務所 南千住５－１－６－２階 ☎３８０７－４１９２

瑞光公園（１丁目）の再整備工事が
すすんでいます。いよいよ新しい遊具
などもお目見え、完成
は２月末ともうすぐ。
ブランコとシーソー、
スピン遊具も設置予定。
ジョイフル三ノ輪側

にあったケヤキ２本は
伐採、代わりに日陰確
保でパーゴラ（日陰棚）を設置。完成したら子ど
もたちの感想も聞いてみたい。

事故に伴う下水道使用自粛地域
の方に、区内銭湯の入浴料を無料
にする入浴支援を開始。
２月11日時点で荒川、

足立、墨田、台東、葛飾、
千代田、新宿の７区で実施中です。



定員 申請数 差引

南千住第一・第二 120 113 △7

南千住六丁目 110 126 16

二瑞小 70 60 △１0

汐入小 130 142 12

汐入東小 90 67 △23

汐入（ふれあい館内） 110 90 △２0

東日暮里（ふれあい館内） 40 24 △１6

計 670 622 －

南千住地域の来年度の学童クラブ申請には、定員670人に622人（下表）の申込みがあ
りました。「南千住六丁目」と「汐入小」
の２か所が今年も申込み超過となり、六
丁目学童は第一・第二と二瑞小、汐入小
学童は汐入へ、それぞれ利用調整が行わ

れる予定です。
一方で、「汐入東小」
は定員に余裕があると
して、来年度は高学年
の受け入れも行います。

主に三瑞小の子ど
もが利用する六丁目学童は2021年に新設されましたが、この間、申

込み超過が続いています。国道４号沿いなどマンション建設が続き、三瑞小学区域に子
育て世帯の転入で児童がふえ、学童クラブの利用者も増加。
区内全体では定員1,965に2,095人の申込みがあり、学童クラ
ブ27か所中11か所で申込み超過に。共働き世帯が20年前の1.5倍
になり、少子化でも学童の需要は増加、必要な施設整備と安全
で豊かな放課後支援が求められています。
また、汐入地域など、にこにこすくーると一緒に遊べることなどからふれあい館の学
校外学童より学校内学童を選ぶ方が多い傾向に。申込みの際には、利用調整で友達と別
れてしまわないか…など心配もあります。

定員100人以上の大規模学童がふえ、厚労省のガイドライン(※)を超
える状況も。新たな学童の設置や

支援員の処遇改善など、詰め込みでなくゆとりの
ある保育環境づくりを、引き続き求めます。利用
者のみなさんのご意見をお寄せください。

荒川区の介護保険料は、
この27年間で2.3倍に。今期は23区最高額と
なり「高すぎる」との声が後を絶たちません。
介護保険料引き下げ、サービス充実のため、
荒川区から国へ意見書を出してほしいと区民
のみなさんが集めた署名の提出に立ち合いま
した。議会で可決し意見書提出に、わたしも
頑張ります。

※厚労省ガイドラインでは…
「集団規模はおおむね40人程度まで
とすることが望ましい（最大70人ま
でとすること）」



杉並区が新年度予算で低所得世帯への家賃助成を提案したことが話題です。
杉並区では低所得世帯向けの区営住宅（978
戸）を設置していますが、希望者が多く満室が

続き、当選倍率は平均４倍に。岸本区長は「“住まいは権利”で
あり、安定した住まいの確保は、健康で文化的な生活を営む上で
欠かせない重要な要件」だとして、区営住宅に申し込んで落選し
たひとり親世帯と子どもが３人

以上の世帯に、年間30万円（2.5万円×12か月）の補
助を２年間行うことを提案。１世帯あたり２回まで利
用可能としています。

さらに、低所得世帯の引っ越し
費用の助成も提案しており、住宅

課の担当者は「公営住宅を増やすのが一番いいが、建
てる土地もなく難しい。民間の住宅ストックを有効活
用するのは、国の考え方とも重なる部分がある」としています。

日本共産党区議団はこの間、荒川区議会でも家賃助
成の実施を求めてきました。2022年には同様の助成制

度を条例提案しましたが、他会派は「その場限りの支援」などと否決に。
助成が広がれば、公営住宅不足が可視化され、新設への後押しにもな
ります。２月会議でも家賃助成実施を求めて質問します。住宅問題につ
いて、みなさんのくらしの実態もお寄せください。

○「もう返済したと思っていた、十数年以上前の借入金が

別の業者に引き継がれたとして、返済を求める手紙が来ました。どうしたらいいでしょうか」

とご相談が、長期に返済を続けていた場合に借入額を超える返済をしているのに、借入残が減

らない状況もありそうです。返済期日から５年、あるいは10年以上経過している場

合には、時効が成立していることも少なくありません。安易に連絡しない方がよさ

そうです。弁護士のご相談などお気軽にご連絡下さい。

４月からの年金支給額は、「物価」
上昇2.7％、「賃金」上昇2.3％のうち、

低い方の2.3％を基準とされ、さらに「マクロ経済
スライド」で0.4％引き下げられて、1.9％の引き
上げとされました。物価は2.7％も上がっています
から、実質的には大幅な目減りです。
物価高騰で節約はもう限界、「マクロ経済スラ

イド」などやめて、最低限、物価に見合った年金
引き上げや暮らせる年金にしていきたい。


